
2024 年度 会計報告

全国の児童養護施設への支援活動は、本年度で15年目となりました。私たちは、子どもたちと日々向き合う現場職員の想いに始まり、施設で暮
らす子どもたち、そして巣立っていった若者たちの声に耳を傾け、共に歩んできました。その中で育まれてきたのは、「必要な支援は、現場から生
まれる」という確信です。

財団法人として6期目となる本年、私たちは大きな節目を迎えました。内閣府の認定を受け、公益財団法人として新たなスタートを切ったのです。
これは、これまでの活動が社会にとって本当に必要とされてきた証であり、同時に、これからの責任の大きさを改めて胸に刻む機会でもありま
した。

そして、昨年度立ち上げた「オレンジの羽根募金」事業は、本年度に入り驚くほどの広がりを見せています。地域の小学生や中学生が、自分の意
思でこの活動に参加し、友だちや先生、地域の大人たちにその意義を伝える姿に、私たちは何度も胸を打たれました。支援の輪が、世代を超え
て確かに繋がり始めています。

来年度は、この「オレンジの羽根」事業にさらに力を注ぎ、施設を巣立った若者たちが“ひとりじゃない”と感じながら社会へ飛び立てるよう、伴走
型の支援を強化します。また、児童養護施設で暮らす子どもたちを支える「おとなの輪」を日本中に広げていくため、基金の充実にも取り組んで
まいります。

一人でも多くの子どもが、自分の未来を信じられる社会へ。
どんな境遇にあっても、「支えてくれる誰かがいる」と思える社会へ。
それが、私たちが目指すこれからの社会です。

公益財団法人として、私たちはこれまで以上に透明で誠実な運営を行い、皆様の信頼に応える責任を果たしてまいります。どうか今後とも、子ど
もたちと若者たちの未来に、力を貸してください。私たちと一緒に、希望の循環をつくっていきましょう。

事業を振り返り
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監査と情報公開
日本児童養護施設財団では、監事による会計および
業務全体の内部監査とともに、外部の独立した税理
士に依頼して会計監査を受けています。その会計報
告の概要は、財団ホームページで公開しています。


